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募

集

「
子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭
」
合
唱
団

参
加
者
・
歓
迎
演
奏
出
演
者
募
集

令
和
７
年
２
月
11
日

（
火
・
祝
）
に
プ
リ
モ
ホ
ー

ル
ゆ
と
ろ
ぎ
で
行
う
「
子

ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭
」

に
出
演
す
る
合
唱
団
の

参
加
者
と
、
ウ
ィ
ー
ン

か
ら
の
出
演
者
へ
の
歓

迎
演
奏
を
行
う
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
ま
す
。

対

象

市
内
在
住
の
小
学
校
５
年
生
～
18
歳

で
、
練
習
と
本
番
に
参
加
で
き
る
方

定

員

羽
村
市
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
・
昭

島
市
な
ど
、
あ
わ
せ
て
50
人
程
度

練
習
日

10
月
13
日
㈰
～
令
和
７
年
１
月
26
日

㈰
の
日
曜
日

※
時
間
は
各
回
午
後
２
時
～
５
時
（
８
回
程
度
）

申
込
み

９
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
申
込
用
紙
（
プ
リ
モ
ホ
ー
ル

ゆ
と
ろ
ぎ
で
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ

と
ろ
ぎ
へ

対

象

音
楽
大
学
な
ど
で
学
ぶ
学
生
ま
た
は

卒
業
生
で
、
西
多
摩
地
区
在
住
・
在
勤
・
出

身
の
30
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

※
な
る
べ
く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
編
成
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
音
楽
監
督
に
よ
る
審
査
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

９
月
29
日
㈰
ま
で
に
直
接
、

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
へ

☎
５
７
０

－

０
７
０
７
（
午
前
９
時
～
午
後

８
時
。
祝
日
以
外
の
月
曜
日
休
館
）

60
歳
以
上
の
方
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
に
疑
問
や
不
安
の
あ

る
方
向
け
の
、
個
別
対
応
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

日

時

10
月
５
日
㈯
①
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会

場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談
室

対

象

都
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

※
１
人
あ
た
り
最
大
30
分
間

※
来
場
者
多
数
の
場
合
は
、
終
了
時
刻
前
に
受

付
け
を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

主

催

東
京
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
推
進
部

問
合
せ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
啓
発
事
業
事

務
局
☎
０
３

－

６
７
７
５

－

９
４
８
０
（
祝

日
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

FAX
０
３

－

６
８
４
５

－

７
８
７
０
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聴
覚
障
害
者
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
聴
覚

障
害
の
あ
る
方
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
活
用
を
体
験
で
き
ま
す
。

日

時

10
月
５
日
㈯
、
11
月
２
日
㈯
の
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
間
）

会

場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
第
１

研
修
室

対

象

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
、

ま
た
は
使
い
慣
れ
て
い
な
い
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
都
内
在
住
の
方
お
よ
び
そ
の
介
助
者

定

員

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
ち
物

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は

持
ち
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内

容

基
本
操
作
（
タ
ッ
プ
、
ス
ワ
イ
プ
、

ピ
ン
チ
な
ど
）、
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
介
（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
チ
ャ
ッ
ト
、
ビ
デ
オ
通
話
、
聴
覚

障
害
者
向
け
の
便
利
な
ア
プ
リ
〈
Ｕ
Ｄ
ト
ー

ク
、
こ
え
と
ら
等
〉）

講

師

東
京
都
の
委
託
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
専
門
講
師

※
参
加
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
操
作
ア
シ
ス
タ

ン
ト
が
つ
き
ま
す
。

主

催

東
京
都
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
局
デ
ジ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
推
進
部

申
込
み

９
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
必
要
事
項
を

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
先
へ

必
要
事
項

希
望
の
日
時
・
会
場
、
カ
ナ
氏
名
、

年
代
、
性
別
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

（
持
っ
て
い
る
方
）、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
有
無
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
持
っ
て
い
る
方
は
使
用
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
種
（iPhone/Android/

ら
く
ら
く
ホ
ン
）、
体
験
会
後
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
試
用
（
貸
出
）
希
望
の
有
無
、
参

加
時
に
配
慮
が
必
要
な
こ
と
（
聴
覚
障
害
、

視
覚
障
害
お
よ
び
肢
体
障
害
な
ど
、
重
複
障

害
へ
の
配
慮
も
含
む
）、
介
助
者
・
介
助
犬

付
添
い
の
有
無
、
当
落
通
知
・
教
材
の
郵
送

先
（
お
住
ま
い
の
住
所
な
ど
）

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
試
用
を
希
望
す
る
方

は
、
当
日
持
っ
て
く
る
本
人
確
認
書
類
も
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

東
京
都
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
向
上
支
援
事
業
事
務
局

☎
０
３

－

６
３
８
６

－

５
４
７
０
（
祝
日
を

除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

FAX
０
３

－

５
２
４
９

－

３
５
５
８

よ
く
わ
か
る
下
水
道
事
業
⑧

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
下
水
道
。
そ
の
課
題
や
取
組
み
な
ど
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問

合
せ

水
道
事
務
所
☎
５
５
４

－

２
２
６
９

下
水
道
事
業
の
課
題
〈
２
〉

■
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
費
用
の
増
加

下
水
道
管
の
法
定
耐
用
年
数
は
��
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
1�
年
度
に
は
市
内

の
下
水
道
管
の
う
ち
約
��
％
が
法
定
耐
用

年
数
に
達
し
ま
す
。
下
水
道
管
の
修
繕
や

更
新
に
か
か
る
費
用
が
今
後
増
加
す
る
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
と

下
水
道
管
の
破
損
な
ど
が
増
え
、
最
悪

の
場
合
汚
水
が
道
路
に
あ
ふ
れ
る
、
道
路

が
陥
没
す
る
な
ど
の
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。

計
画
的
な
維
持
管
理
・
老
朽
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

市
で
は
、
下
水
道
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど

の
損
傷
が
軽
微
な
う
ち
に
予
防
的
に
修
繕

を
行
う
こ
と
で
、
更
新
頻
度
の
抑
制
な
ど

に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
と
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
傷
ん
だ
箇
所
の
修
繕
・
更
新
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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下
水
道
事
業
を
将
来
に
わ
た

り
維
持
し
て
い
く
た
め
、
下
水

道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
公
式
サ
イ
ト

ま
た
は
検
針
時
に
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
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